









論は、フッサールの『危機書』の前夜とも言える 19 3 3年から 19 3 5年へ至る
時期に執筆された草稿2に基づいて、その謎を解明する。
本論は、第一節で、 19 3 3年3月初めの時点での「現象学的方法の開始点とし
てのエポケー（判断中止）」を吟味し、最晩年の現象学の射程の構造を明らかにす
る。第二節で、 19 3 3年8月半ばの時点での「前所与性から出発する遡行的問い
のあり方」を吟味し、最晩年の問題究明の里程の構図を明らかにする。第三節で、





での匹胎を明らかにする。第五節で、 19 3 5年1月時点での「最晩年の超越論的
現象学的本質把捉の方法としての超越論的想起」について明らかにする。第六節で、



























る。 「個別的実在者に関する或る進行するエポケー［einefortschreitende Epoche 

















の生のあり方［dieLebensweise der naturlichen Menschlichkeit］から歩み出るこ
とができるのであり、世界の普遍的前所与性［dieuniversale Vorgegebenheit der 
Welt］を主題化しうる。しかし、それは、或る抽象的主題であり、しかも、この前
所与性において匠名的に生きる抽象化されたものとしての私の自我の具体化［die















































































て構成するのであり、超越論的構成の仕方［dieWeise der transzendentalen 
Konstitution］を、絶えざる超越論的世界創造の仕方［dieWeise der standigen 
transzendentalen Weltsch句fung］を（露呈しながら［enthullend]）そうするの
である。しかし、それは、或る全体的に新種の（露呈[Enthullung]）、（解釈［Ausle-











それゆえ、前節で見たように、 19 3 3年8月半ばの時点で、 「最晩年の前所与性
から出発する遡行的問いの里程」は、自然的世界内性の次元で遂行される世界内的
現象学（現象学的心理学）を経由して超越論的現象学へ至るとしづ構図を取る、と




































ッサー ルは、 19 3 4年春の時点で実際にそのような現象学的考察を行っている。
つまり、フッサールは、 19 3 4年春に「（我あり〉の必当然性の意味［Sinnder 








































































































[die Verwandlung des “naturlichen”Lebens durch Epoche und Reduktion in 
das transzendentale] J 2 2と呼ばれているが、超越論的生の本質的構造として析
出されるものは、自然的生の事実性に根ざした「事実的本質」である。





フッサー ルは、 19 3 5年秋の未公開草稿KIii1 2において、次のように述べてい
る。 「本質論［Wesenslehre］に関しては、もちろんあらゆるものが範例として機
能しうるのだが、私は、一切の事実性から解放された自由なヴァリエーション［eine















































本論によって、次のような事が明らかにされた。第一に、 19 3 3年3月初めの
時点での「最晩年の現象学の射程」は、世界内的現象学（現象学的心理学）におけ
る個別的エポケーが超越論的現象学における世界エポケーに対して部分的エポケー
として位置づけられる、ということが明らかにされた。第三に、 19 3 3年8月半
ばの時点での「最晩年の前所与性から出発する遡行的問いの里程」は、自然的世界
内性の次元で遂行される世界内的現象学（現象学的心理学）を経由して超越論的現




が遂行される、ということが明らかにされた。第四に、 19 3 4年春の時点で、『危
機書』で取られる超越論的現象学へ至る二つの道つまり「存在論を介しての道」と
「心理学を介しての道」を匹胎している、ということが明らかにされた。第五に、
1 9 3 5年1月の時点で、最晩年の超越論的現象学的本質つまり自然的生の事実性
に根ざした「事実的本質」を把捉するために、 「超越論的想起」とし、う超越論的現
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